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つ
き
ま
し
て
は
、
ど
う
か
、

が
っ
て
充
実
さ
せ
、
皆
さ
ん
の
要
望
匠
こ
た
え
る
も
の
と
し
た

ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
匠
と
ど
め
ま
す
が
、
号
を
追
う
匠
し
た

最
初
の
第
一
号
は
、
と
り
あ
え
ず
政
府
ベ
ー
ス
の
農
業
プ
ロ

を
発
行
し
て
、

糸

っ
ば
ら
会
員
に
対
し
、
海
外
農
業
の
開
発
協

力
匠
関
す
る
ホ

ソ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
、
事
業
の
ご
参
考
匠

資
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

い
所
存
で
す
。

ど
し
寄
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
匠
、

お
気
付
き
の
情
報
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
忙
対
す
る
ご
意
見
を
ど
し

た
び
‘
簡
単
な
も
の
で
あ
り
在
す
が

「
海
外
農
業
ニ
ュ
ー
ス
」

し
て
欲
し
い

」
と
い
う
ご
要
望
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の

と
こ
ろ
が
会
員
の
方
か
ら
「
海
外
農
業
に
関
す
る
情
報
を
流

内
容
や
そ
の
方
向
づ
け
忙
つ
い

て
鋭
意
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

本
格
的
事
業
開
始
を
ひ
か
え

て、

． 

目
下
財
団
の
行
う
べ
食
事
業

去
る
八
月
末
発
足
し
ま
し
た
財
団
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
の

海
外
農
業
閣
発
財
団
会
長

｛

女

西

正

夫

ュ

ー

ス

発

行

の

あ

い

さ

つ

． 
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な
お

、

る
励
力
が
閲
始
さ
れ
た
。

寺
門
求
を
派
逍
し

、

-‘―
l
 

O
 
0
 

（
約
一
、
一

行
な
っ
た

し

必
安
な
査
磯
材
の
供
与
を
行
い

、

名
ア
ジ
ア
国
発
銀
行
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

ル
ソ
ン
烏
の
イ
ナ
作
由
発
に
関
哨
し
て
、

四
四
年
六
月
協
定
の
締
結
後
、

め
の
魂
沓
団
を
派
逍
し
、

0

0

 

せ
紙
を
派
逍
し
た
r

書
を
作
成
し
た
。

る
予
定
で
あ
る
。
同
年
九
月
忙
は
わ
が
国
は
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ

ー
ム

没
直
の
た

． 

か
ん
が
い
の
専
門
家
が

フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
政
府
と
協
滋
し
、

本
計
画
の
建
設
査
金
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
侭
よ
り
入
手
さ
れ

協
定
作
成
の
準
備
を

八
月
両
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
西
名
の

す
で
陀
五
年
間
に
わ
た

昭
和
四
三
年
三
月
に
は
現
地
調
査
を
行
な
い

、

技
術
協
力
の
内
谷
と
し
て
は

、

材
を
供
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

ト

フ
ァ
ー
ム
を
設
戟
し

、

米
増
産
計
画
予
備
調
壷
団
の
派
遣
ゃ

、

産
の
た
め
の
稲
作
か
ん
が
い
モ
デ
ル
団
地
建
設
の
計
画
な
ど
で

、

そ
れ
を
指
導
す
る
専
門
家
を
派
遣
し

、

増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

。

ヘ
ク
ク
ー
ル
）

ヘ
ク
ク
ー
ル
）
、

ま
た

、

こ
の
計
画
は
水
稲
の
二
期
作
を
目
的
と
し
た
か
ん
が
い
排
水
施
設
の
建
設
と
、

米
を
貯
蔵
、
乾

煉
精
米

す

る
た
め
の
ラ

イ
ス
セ
ン

ク
ー
の
建
設
と

い
う
地

域
米

の
米
増
産
モ
デ
ル
団
地
の
建
設

が
計
画
さ
れ
た

レ
イ
テ
烏
サ
ン
‘
‘、
ゲ
ー
ル

食
粗
自
給
化
四
ヵ
年
計
画
の
一

壌
と

し
て
、
ミ
ン
ド
ロ

烏

ナ
ウ

ハ
ン
地
区

フ

ィ

リ

ピ

ン

米

増
゜

フ

ィ

リ

ヒ

ン

産

計

画

実
施
計
画

計
画
打
合
わ
米
増

必
要
な
資
磯

営
腿
技
術
を
普
及
す
る
た
め

．ハ

イ
ロ
ッ

・
ア
ラ
ン

ア
ラ

ン
地
区

． 
（
約

-3 -



東
部
ジ
ャ
バ

る
協
定
を
締
結
し
た
。

へ
派
逍
さ
れ
た
。

に
お
け
る
水
稲
没
良
種
十
の
生
産

、

国
営
凝
場
お
よ
ひ

．ジ
ャ
カ
ル
ク
の
郊
外
の
バ
ッ
サ
ル
ミ
ン
グ
中
央
晨
業
研
究
所

ま
た

、

唆
備
、

四
四
年
度
分
―
-
、
五
六

0

万
円

検
査
お
よ
び
普
及
計
画
、

今
後
の
協
力
方
法
な
ど
に
つ
い
て
巡
回
指
導
調
査
団
を
昭
和
叫
三
年

二
月
陀
派
遣
し
た
。

昭
和
叫
二
年
十
一
月
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
に
調
査
団
を
出
し

、
東
部
ジ
ャ
バ
に
囮

行
っ
て
き
た
。

晨
業
場
同
組
合
活
励
、

チ
ヘ
ア
邊
塩
忙
お
け
る
水
稲
の
生
産
技
術
、
埠
業
機
械
化
、

牒
機
呉
部
匠
お
け
る
没
業
成
、
成
化
に
肉

す
る
訓
練
計
画
、

用
機
械
去
，
ど
の
横
材
を
供
与
し
、

叫
三
年
度
分
六
、
五

七
0

万
円
、

詰
果
を
も
と
に
、

イ ． 
の
ト
ウ
モ
ロ

水
稲
種
子
生
産
計
画
な
ど
の
指
導
助
言
な
ど
を

こ
れ
ら
の
技
術
励
力
に
よ
り
、

昭
和
囮
―
―
一
年
九
月
、

食
糧
増
産
計
画
の
指
導
普
及
に
つ
い
て
の
励
力
の
た
め
、

昭
和
叫
三
年
五
月
、

け
る
開
発
准
進
匠
協
力
す
る
た
め

、

食
柑
増
産
運
勁
を
推
進
し

て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、

ン／

ド

ネ

ジ

ア

コ

シ

開

発

両
国
攻
府
は

、

ス
リ
ジ
ャ
ャ
計
画
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る

。

小
規
模
土
地
改
良

チ
ャ
ン
ジ
ュ
ー
ル
の

ス
カ
マ
ン
デ

ー

ボ
ゴ
ー
ル
の
ム
ア
ラ
試
験
地

五
名
の
専
門
家
が
現
地

相
当
の
農
業

没
業
伎
雨
幼

力
忙
凋
す

年
八
月
、
煤
業
閲
発
励
力
事
業
と
し
て
の
調
沓
団
の
派
遣
な
ど
を
行
い

、

府
の
要
請
匠
も
と
づ
き
康
業
セ
ン
タ
ー
設
樅
の
た
め
の
予
備
調
査
、

昭
和
四
一
年
―

0
月
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

わ
が
国
は
災
業
分
野
に
お

と
く
に
西
部
ジ
ャ
ワ
の
食
糧
確
保
陀
デ
ピ

国
内
の
食
糧
自
給
と

、
米
の
輸
入
解
消
の
た
め

、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西
部
ジ
ャ
ワ
食
糧
増
産
協
力 ● 

そ
の

昭
和
四
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ヽ

a 

理
ヽ

F
o
o
d
 

ノレ

、ーノ

野
団
長
以
下
四
名
で
目
下

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
妬
対
す
る
殷
業
研
究
励
力
は
中
央
品
業
研
究
所

に
対
し
て
実
廂
す
る

。

杢
た
、

導
、
燥
、

県
を
え
ら
び

、

行
な
わ

れ

た
。
技
術
指
導
の
内
容
と
し

て
は
、

く
ん
蒸
妬
よ
る
吾
虫
防
止
の
た
め
の
施
設
改
善
お
よ
び
技
術
の
指

ト
ン
で
あ
っ
た

。

な
お

、

東
ジ
ャ

ワ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
栽
培
は
叱
料
に
よ
る
増
収
が
主
な
手
段

と
な
る
の
で
、

さ
れ

て
い

る
。

R
e
s
e
a
r
c
h
 C
o
o
p
e
r
a
t

i

o
n
 

C
r
o
p
s
 

発
生
予
察
等

主
た
る
r
M
i
j
J
対
家
は
病
理
と
し

、

励
力
は

格
付
け
、

貯
蔵
、

（
収
穫
期
）
行
わ
れ
て
い
る

。

産
出
暁
此
林
省
熱
帯
設
研
至
長
以
下
凶
名

と
総
祢
し

、

囮
四
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け

、

関
連
分
野
は
施
肥
、

作
物
の
栄
茨
生

栽
培
法
の
改
善

、

収
穫
後
の
乾

四
四
年
度
も
浦

以
下
の
内
容
に
よ
り
実
廂
す
る
。

o
n
 
P
l
a
n
t
 
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
o
n
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
合
意
に
達
し
た
内
容
は

、

の
研
究
励
力
予
備
調
べ
耳
団

が
イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
を
訪
れ
た

。

に

対

す

る

研

究

協

力

中

央

農

業

研
究
所
（
ボ
ゴ
ー
ル
）

巡
国
指
導
班
の
派
遣
も
四
三
年
度
忙
引
き
つ
づ
き

、

技
術
指
導
と
と
も
妬
閉
科

、

ロ
ッ
ト

地
区
を
設
定

し
、

各

県

vc
そ
れ
ぞ
れ

一
ヵ

所

． 

（

ポ

ゴ

ー

金
浪
に
つ
い

て
も
資
本
励
力
が
成

し
て
昨
年
よ
り
日
本
へ
の

輪
出

が
廃

始
さ
れ

、
咋
年
度
は
日
本
向
け
が
二
六

0

戊
査
制
度
の
制
定
お
よ
び
検
査
員
の
養
成
な
ど
で
あ
る
。

心
三
ギ
よ
り
五
名
の
尋
門
釆
派
遣
と
隈
材
の
供
与
が

（
約
二

0
0
ヘ

ク

ク

ー

ル

）
． 

`
1-カ
＜

の
バ
イ
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業
忙
つ
い

て
の
研
先
お
よ
び
教
育
の
分
野
妬
お
け
る
協
力
を
行
う
た
め
の
締
結

政
府
は

、

度
匠
は
事
業
発
足
の
予
定
で
あ
る
。

本
ベ
イ
ロ
ッ
ト
の
実
施
調
杏
は
囮
五
年
の
一

、

善
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

約
五
年
間
の
励
力
を
行
う
。
水
稲
二
期
作
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
匠
は
囚
名
程
度
の
日
本
H
r
門
家
の
派
遣
と
貞
機
材
を
供
与
し
、

サ
パ
、

で
5

る
つ

対
塚
地
区
は

一
五
〇
ヘ
ク
ク
ー
ル
で

、

銀
行
叫
久
）
中
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
地
区
決
足
の
千
俯
遇
査
を
行
っ
た

。

ボ
f
‘

dー

c
 
b
 

イ

ン
ド
ネ
ツ
ア
共
和
固
匠
対

す

る
技
術
協
力
の
一
環
と
し

て
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

オ

カ

ボ

、

の

漁

業

に

協

力

畑
作
の
改
良
な
ど
農
家
の
経
営
改

メ
イ
ズ
な
ど
が
作
付
さ
れ
る
。

二
部
洛
五

0
0戸
の
殷
家
を
ふ
く
ん

雨
期
の
十
二
月
よ
り

三
月
ま
で
は
イ
ネ
、
乾
期
に
は
大
豆
、

二
月
ご
ろ
行
わ
れ

、

ジ
ャ
ワ
晶
中
部
の
ク
ジ
ム
河
匠
そ
う
ク
ジ
ム
泄
が
い
計
画

O
T
C
A
 
福
田
仁
志
団
艮
以
下
丘
名
は

、

タ
ジ
ム

0

パ

イ

ロ

ッ

ト

計

画

予

備

調

査

で
あ
る
。

な
お

、
早
け
れ
ば
囮
五
年
一
月
か
ら
三

月

の
閲
、
実
施
調
森
団
派
遣
の
予
定

高
級
専
門
フ
永

（
コ
ン
サ
ル
ク
ン

ト
）

研
究
汽
材
供
与

晶
幽
年
十
月
俎
日
よ
り
約

一

の
短
期
派
遮

研
修
生
受
入
れ

専
門
家
派
遣
囮
名
程
度
以
上
（
ポ
ゴ

ー

ル
駐
在
）

協

力
期
間
は
三
年
以
上
五
年

． 

． 
漁

囮
五
年

キ
ャ
ッ

カ
月

（
ア
ジ
ア
閑
発
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ク
ー
ル
の
新
田
淵
発
、

門
お
よ
び
締
切
ダ
ム
の
建
設
妬
よ
り
、
①
必
択
地
の
干
拓
に
よ
る

七
0

0

政
策
と
し
て
米
の
増
産
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

ル
の
沼
沢
地
は
同
国
准

六 ヽ

マ
レ
イ
シ
ア
の
プ
ラ
イ
河
排
水
干
拓

計

画

な
お

、

営
費
、

る
。

マ

励
力
を
行
い

、
レ／

こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
忙
お
よ
ぷ
既
耕
地
の
排
水
改

（
一
九
六
六

l
七
0

)

の
未
利
用
土
地
汽
源
で
あ
る
。

ジ

ア

こ
の
協
定
の
主
な
内
容
は
、

一
月
十
三

日
、
福
本
、
岩
切

、
諫
見
の

三
氏
が
現
地
へ
赴
任
）

必
妾
な
職
員
を
提
供
す
る
。

日
本
測
の
業
務
は

、
海
外
技
術
励
力
事
業
団
が
実
施
匠
あ
た
る
。

プ
ラ
イ
河
は
マ
レ
イ
ジ
ア
北
部
に
位
置
し

、

上

・
中
流
部
は
水
田
の
二
期
作
、

下
流
部
は
上
染
地
帯
匠
駈
し

て
い
る
。

第

一
次
丘
ヶ
年
計
画

こ
の
プ
ラ
イ
河
侭
沿
う
沼
沢
地
を
淵
発
し

、
水
田
を
造
成
す
る
こ
と
匹
対
し
て

技
術
励
力
の
要
出
が
わ
が
固
忙
対
し
て
な
さ
れ
た
。
計
画
の
目
的
は

、
防
潮
水

． 
竺

―-、
四
0

0
 

イ

ン
ド
ネ
ツ
ア
攻
府
は

、

期
間
は
三
年
で
あ
る
が

、

プ
ラ
イ
河
花
沿
う

一、
0

0
 
0
 

マ
レ
イ
ジ
ア
攻
府
の

尻
み
ら
れ
る
よ
う
匠

、

（
米
の
自
給
率
六
0

伯）
、

こ
の
励
力
実
施
の
た
め
土
地
、

建
物
お
よ
び
述

政
府
は
四
名
の
専
門
家
を
派
逍
し

、
隈
械
設
備
等
を
供
与
す
る

。

そ
の
成
来
を
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
の
地
万
水
産
高
佼
へ
普
及
さ
せ

両
国
政
府
は
漁
染
国
係
諸
研
究
所
お
よ
び
教
育
施
設
を
対
象
と
し
て
技
術

わ
が
国
は
期
間
中
の
二
年
間
に
わ
た
り
協
力
を
行
う

交
渉
を
進
め

て
き
た
が

、
昨
年
七
月
、
協
定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。 ． 

ヘ
ク

そ
の
桑
点

ヘ
ク
ク

ー

（
去
る

こ
の
有
効

-7 -



目
下
日
本
采
の
作
成
中
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
年
度
内
花
は
協
定

る
十
一
月
O
T
C
A
坂
本
股
業
協
力
室
長
忙
よ
る
現
地
折
衝
の
結
果
ほ
ほ
意
見

力
協
定
に
つ
い
て
合
心
に
達
す
る
匹
至
ら
な
か
っ
た
た
め

、

あ
る
。

化
に
と
も
な
う
機
械
化
訓
森
計
画
匠
励
力
す
る
方
針
を
足
め
た
。

わ
が
固
は
、

ら
の
間
越
匠
対
処
す
る
た
め

、

あ
る
が
、

や
プ
ラ
イ
河
排
水
干
拓
計
画
な
ど
が
推
進
さ
れ

、

ム
ダ
河
と
プ

昭
和
西
三
年
六
月
の
実
施
調
森
匠
よ
り
主
と
し
て
水
稲
二
期
作

マ
レ
ー
ン
ア
政
府
の
安
請
に
よ
り
、
機
械
化
に
戊
す
る
予
伽
調

水
田
の
機
械
化
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

こ
れ

vc
と
も
な
い
労
励
力
の
不
足
が
表
面
化
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ

-8 -

水
田
面
積
が
拡
張
さ
れ
つ
つ

良
お
よ
び
塩
害
防
止
、
③
工
業
用
水
の
確
保
、
④
防
潮
水
門
お
よ
び
締
切
ダ
ム

の
頂
部
を
僑
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
交
通
改
善
な
ど
で
あ
る
。

が
国
政
府
は
こ
の
計
画
の
技
術
的
お
よ
び
経
済
的
可
能
性
忙
つ
い
て
の
調
査
を

実
施
し
た
。

す
な
わ
ち
、

は
昭
和
咀
一
年
日
マ
両
国
政
府
間
妬
締
結
さ
れ
た
円
借
叔
が
予
定
さ
れ
て
い
る

マ
レ
イ
ツ
ア
で
は
現
在
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
に
よ
り
ム
ダ
河
か
ん
が
い
計
画

査
を
実
廂
し
、

ラ
イ
河
の
中
闇
に
あ
る

プ

ン
ボ
ン
リ
マ
匠
お
い
て
普
及
員
の
訓
練
計
画
妬
励
力

す
る
万
針
を
定
め
た
。

ム
ダ
河
と
プ
ラ
イ
河
の
中
間
匠
あ
る

プ

ン
ボ
ン
リ
マ
妬

お
い
て
粋
及
貝
の
訓
祁
ゃ
指
導
的
殷
民
の
訓
練
を
す
る
こ
と
が
主
た
る
内
容
で

そ
の
た
め
尋
門
啄
の
派
逍
と
五
、
一

啜
材
の
洪
与
を
計
画
し
た
。

年
度
忙
繰
越
措
盤
を
行
い

、

の
一
改
を
見
、

実
施
設
計
調
査
を
行
な
い
、

． 

九
九
万

円
に
お
よ
ぷ
機
械
化
訓
綜
用

し
か
し
マ
レ
イ
ツ
ア
の
固
内
平
清
忙
よ
り
技
術
協

が
、
工
事
は
ま
だ
聞
始
さ
れ
て
い
な
い
。

実
施
設
計
書
を
ま
と
め
た
。

同
上
経
費
は
四
四

目
下
両
国
間
で
意
見
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
去

マ

レ

イ

シ

ア

に

お

け

る

農

業

機

械

化
こ
の
連
設
貨
の
一
部

昭

和

四

三

年

四

月

か

ら

一

ヵ

月

間

調

査

団

を

派

迫

J

． 
わ
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先
般
帰
園
、

二
期
作
匠
と
も
な
う
雨
期
の
モ
、
、
、
乾
燥
が
問
題
と
な
り
、
袋
林
省
の
芦
沢
氏
が

凋
査
に
行
っ

て
来
ら
れ
た

。

林
発
氏
（
か
ん
が
い
）

が
四
四
年
春
よ
り
行
か
れ

、

ま
た
マ
レ

ー
ツ
ア
ヘ
は
姑
帯
雌
研
か
ら
永
井
氏

（
福
）

さ
ら
匠
水
稲

が
行
っ
て
お
ら
れ
た
が

に
つ
い
て
の
安
請
が
あ
り
、

目
下
人
選
中
と
き
く
。

な
お

、

サ
バ
州

、

サ
ラ
ワ
ク

州

に

つ
い

て
は
イ
ナ
作
品
種
改
良

プロビンスウエルズレイ

（
水

・
陸
稲

）

成
立
が
み
こ
ま
れ
る
。

． 

． 
-9 -



タ
イ
の

一
次
産
品
閑
発
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
の
ほ
か

、
大
豆

、

あ
る

J

タ

イ

の

次

産

品

開

発

ま
た
囮
四
年
反
期
ク
イ
側
の
技
術
者
五
名
を
研
疹
の
た
め
日
本
へ
受
け

入
れ
た
。

ケ
ナ
フ

、
油
料

受
入
れ
態
勢
も
と
と
の
い

、
近
く
製
糸
部
門
の
専
門
家
も
派
遣
さ
れ

る
予
定
で

月
四
名
の
専
門
家
が
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ

、
機
材
が
供
与
さ
れ
た
。

タ
イ
側
の

四
四
年
九

訓
練
さ
れ
た
祈
技
術
を
謀
民
レ
ペ
ル
ヘ
適
用
す
る
た
め

、

三
ヶ
所
の
パ
イ
ロ
ッ

城
適
性
試
険
を
行
い

、
施
設
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
。

で
あ
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
渕
光
さ
れ
た
蚕
桑
新
品
種
の
増
殖
と
新
技
術
の
地

経
済
渕
発
、

通
り
で
あ
る

。

て
い
る
。

い
る
が
、

あ
る
。

こ
の
関
発
励
力
事
業
の
大
綱
は
次
の

ク
イ
国
養
金
菜
の
発
展
の
た
め
に
新
技
術
を
出
発
す
る
こ
と

、

お
よ
び
技
術
者
の
訓
練
の
た
め
の
中
央
研
究
訓
練
セ
ン
タ

ー
を
設
立
す
る
こ
と

こ
の
セ
ン
タ

ー
で
開
発

、

ト
部
洛
を
選
疋
し

、
稚
蚕
共
同
飼
育
な
ど
の
新
し
い
技
術
体
系
を
育
成
す
る
。

以
上
の
計
画
は
同
固
コ
ー
ラ
ー
ト
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
が

、

わ
が
園
の
励
力
を
投
請
し
て
き
て
い
る
。

民
生
安
定
を
は
か
る
た
め
陀
養
蚕
閑
発
改
束
を
栢
極
的
に
准
進
し
、

て
有
利
な
も
の
に
な
り
は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
タ
イ
園
政
府
は
東
北
部
の

し
か
し
近
年
輸
出
は
い
ち
じ
る
し
く
伸
び
て
お
り
、

規
模
が
小
さ
く

、
技
術
も
稚
拙
で
、

の
開
発
は
重
妾
視
さ
れ
て
い
る
。

マ
ュ
の
大
半
は
自
家
消
伐
さ
れ

タ
イ
国
の
養
蚕
は
こ
の
東
北
部
で
行
わ
れ
て

こ
の
計
画
の
一
域
と
し
て
殿
業
聞
発
計
画
が
あ
り

、

タ

イ
夕 ． 

養

蚕

開

発

協

力

事

業

イ

換
金
脳
業
と
し

と
り
わ
け
東
北
部

タ
イ
政
府
は
一
九
六
七
年
か
ら
第
二
次
経
済
閑
発
五
ヶ
年
計
画
を
推
進
中
で

． 
-1 0-



術
者
の
訓
練
、

の
ほ
か

、

四
―
―
―
年
十
二
月
ケ
ナ
フ
の
レ
ッ
テ
ン
グ
プ

ー

ル
建
設
指
導
に
専
門
家
一
名
派

作
試
挨
場
に
熱
帯
燐
研
、

ま
た
チ
ャ
イ
ナ
ー
ト
計
画
地
区
、

せ
い
さ
れ

て
い
る

。

本
セ
ン
ク
ー
の
構
想
は

、

会
竣
に
初
め
て
ク
イ
代
表
妬
よ
り
提
案
さ
れ

、

家
が
現
在

な
お

、

追
、 唄 ‘ 

四
三
年
二
月
O
T
C
A
大

戸
元
長
氏
ら
に

よ
る
予
備
調
査
、

調
整
に
閲
す
る
試
験
研
究

西
三
年
十
二
月
、
大
豆
の
育
種
、
栽
培
指
導
に
専
門
家
三
名
を
派
遣
し
た
。

コ
ロ
ン
ボ

・
プ
ラ
ン
、

一
名
励
力
し
て
い
る

。

漁

業

開

発

セ

F
A
0
な
ど

、

昭
和
山
一
年
囮
月
第
一
回
東
南
ア
ジ
ア
開
発
閣
僚

同
第
二
回
会
議
に
お
い
て
本
セ

フ
ィ
リ
ピ
ン

、

漁
具
漁
法
の
研
究
を
主
目
的
と
し

、

部
局
が
設
け
ら
れ

、
訓
練
部
局
は
ク
イ

ク
イ

、

ジ
ン
ガ
ポ
ー
ル

、

ン
ク
ー
の
設
立
に
各
固
が
同
意
し

、

東

南

ア

ジ

ア

油
料
種
子
の
さ
く
油
、

ー
ル
建
設

ケ
ナ
フ
の
品
質
改
善
（
収
穫
）

、

品
種
、
栽
培
法
、

種
子
な
ど
が
あ
り
7

． 

調
査
部
局
は
ジ
ン
ガ
ボ
ー

（
バ
ク
ナ
ム
）

に
殺
囮
さ
れ

、

の
六
ヶ
国
が
設
立
協
定
匠
署
名
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
陀
は

、

マ
レ
イ
ツ
ア

、

漁

業

技

訓
練
部
局
と
調
査

ペ
ト
ナ
ム

同
年
十
二
月
お
よ
び
四
三
年
三
月
わ
が
国

ィ

・
ヤ
イ
か
ん
が
い
計
圃
な
ど
妬
つ
い
て
は

、

イ
ナ
作
技
術
協
力
に
つ
い

て
は
、

ン

タ

ー

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
叔
賓
が
要

プ
ラ
ン
プ
リ
か
ん
が
い
計
画
、

ナ
ム

・

サ

日

本

の

専

門

―
L
 

ヽ

バ
ン

コ
ッ
ク
郊
外
の
バ
ン
ケ
ン
稲

化
学
分
祈
の
た
め
の
研
究
施
設

ハ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に
お
け
る
展
示
普
及

仕
上
げ
の
機
械
化

、

四
三
年
三
月
同
氏
ら
に
よ
る
実
施
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
内
容
は

、

レ
ッ
テ
ン
グ
プ

． 



額
十
五
憶
円
の
経
済
お
よ
び
技
術
協
力
を
行
う
と
と
を
目
的
と
し
て

、

四
年
の
日
ヵ
経
済
技
術
協
力
協
定
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
。
協
定
に
よ
る
協
力

の
内
容
は
、

与
な
ど
で
あ
る

。

で
あ
る
。

名
） （

山
二
、

ノレ

囮
一
年
に
同
協
定
が
満
了
し
た
が

、

カ

ン

ボ

デ

ィ

ア

ク
イ
で
は

、

両
セ
ン
ク
ー
は
カ
ン
ボ
デ
イ
ア
王
国
の
対
日
賠
償
請
求
権
放
莱
妬
よ
り

、

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

力

ン

わ
が
国
は
引
き
絨
い
て
四
四
年
九
月
ま

日
本
人
専
門
家
の
派
逍
、
所
安
責
槻
材
の
供

ボ

デ

イ

ア

ま
た

、
本
年
囮
月
の
第
四
回
東
南
ア
ジ
ア
測
発
閣
僚
会
蛾
妬
お
い
て

、
本
セ

海
上
訓
練
が
向
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
ヘ
は
専
門
家
（

ま
だ
セ
ン
ク
ー
が
な
い

O
—

で
船
が
ホ
テ
ル
代
り
花
使
用
さ
れ

、

両
部
局
設
逍
の
受
入
れ
準
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

二
―
名
の
専
門
家
派
逍
の
ほ
か

、
訓
練
船
、

国
の
立
場
か
ら
枡
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
と

し
、

（
チ
ャ
ン
ギ

ー
）

を
主
た
る
任
務
と
し
て
い
る
。

四
三
年
度
）

． 
に
設
直
さ
れ

、

調
査
船
、

試
験
研
究
、

漁
場
の
開
発
、

海
洋
、

こ
れ
に
対
し

、

妬
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

農

業

技

術

お

よ

び

畜

産

セ

ン

タ

ー

セ

ン

タ

ー

両
セ
ン
ク
ー
の
次
長
以
下
計

査
用
機
材
お
よ
び
訓
椋
生
の
た
め
の
奨
学
金
等
の
た
め
に
約
五
像
三
千
万

円

を
拠
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

漁
業
資
源
の
調
査

現
在
船
舶
は
完
成
し

、

の
派
逍
が
俊
れ

て
い
る
が

、
来
年
度
か
ら
海
洋
調
壺
が
阻
始
さ
れ
る
予
走

ン
ク
ー
に
淡
水
汽
水
秀
殖
部
局
を
設
証
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

、
今
後
事
務
的

． 
総

昭
和

三

訓
練
、

調

わ
が
国
は
ア
ジ
ア
の
漁
業
先
進

- 1 2 -



の
一
次
産
品
曲
発
対
策
の
一
壊
で
も
あ
る

‘>

＠） ①
 

わ
が
国
の
技
術
を
傾
注
し

、
協
力
を
行
う

も

の
で

、

下
四
名
の
専
門
家
が
活
暉
し
て
い
る
。

種
の
改
艮
に
重
点
が
お
か
れ

、

も
晶
業
技
術
セ
ン
ク
ー
と
同
様
、

種
畜
の
生
産
お
よ
び
配
布
、
種
畜
の
飼
育
管
理
の
改
善
の
た
め
の
研
究
調
査
、

れ
て
い
る
が

、

（
育
種
欠
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

械
化
栽
培
試
検
、

土
壌
、

疲
菜
の
栽
培
試
験
な
ど
が
目
標
で
あ
る
。

畑
地
に
お
け

日
本
稲
お
よ
び
原
地
稲
品
種
妬
閲
す

る
施
肥
栽
培
試
験
、
機

で
の
三
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
両
政
府
間
の
交
換
公
文
を
取
り
か
わ
し
、

四
四
年
十
月
よ
り
さ
ら
に
ニ
ヵ
年
契
約
延
長
、

わ
が
同

殺
業
技
術
セ
ン
ク
ー
は
バ
ッ
ク
ノ
パ
ン
省
の
ツ
ー
ル
サ
ム
ロ
ン
妬
設
け
ら

る
砂
糖
キ
ピ
、

本
曲
発
事
業
計
画
は
、

の
回
発
に
対
し

、

う
な
も
の
で
あ
る
。

励
力
を
進
め
た
が

、

． 
害
虫
な
ど
の
研
究
調
査
、

水
菅
理
の
整
備
さ
れ
た

試
験
圃
場
で
の
雨
季
、
乾
季
二
期
作
の
展
示
的
多
収
稜
栽
培
、

畜
産
セ
ン
タ
ー
は
コ
ン
ボ
ン
チ

ャ

ム
省
の

ト
ン
ネ
ペ
ッ
チ

忙
設
け
ら

れ
、

洞
料
の
改
善
に
凋
す

る
研
究
調
森
な
ど
が
目
標
と
さ

れ
た
。
本

セ
ン

ク
ー
で

熱
帝
地
域
忙
適
し
た
畜
産

、

と
く
陀
乳
用

四
四
年
十
月
よ

り
ニ
ヵ
年
延
長
と
な
り
、

カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
開
発
協
力
事
業

目

カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
政
府
は
経
済
改
発
政
策
の
一
環
と
し
て

、
同
園
産
の
輸
出
溢

産
物
の
開
発
陀
積
極
的
態
度
を
示
し
て
お
り

、

栽
培
公
社

(
S
O
C
T
R
O
P
H
o

日

。
力
合
弁
妬
よ
る
然
帝
作
物

）
を
設
立
し
、
閑
発
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

同
国
輪
出
涙
産
物
中
も
っ
と
も
有
望
な
ト
ウ
モ
ロ

コ
ジ

昭
和
四
―
―
―
年
妬
調
印
さ
れ
た
交
換
公
文
に
よ
る
協
力
計
画
の
大
綱
は
次
の
よ

技
術
協
力
の
具
体
的
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

の
焉
門
家
が
派
逍
さ
れ

て
い
る

。

． 
目
下
四
名
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が
急
務
で
あ
る
が

、

そ
の
効
呆
的
方
法
と
し

て
は
か
ん
が

い
に
よ

る
水
稲
の

代
化
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し

て
約

＾
0

0

ヘ
ク
ク

ー

ル
の
心
地
を
造
成

し
、

杉
で

、

j
 

而
秋
は
約
一
、
0

0
 
0

ヘ
ク
ク

ー

ル
あ
り
、
草
原
と
森
林
地
帝
で
あ
る
。

ク
ゴ
ン
地
区
は
ピ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
北
万
、

約
二
五
K
m
忙
位
置
し

、
平
坦
な
地

協
力
内
容
は

カ
ン
ポ

デ
ィ
ア

政
府
が

設
立

す
る
試
験
燐
場
匠
お
け

る
ト

ウ

モ

良
な
ど
で
あ
る
。
以
上
に
対
し

て
、

材
を
供
与

す

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
公
文
陀
基
づ
き

、
日
本
側
は
昭
和
四
三
年
度
内

に
専
門
家
を
派
辿
、
総
頌
ヘ
―
―
―
―
―

八
万
円
に
お
よ
ぷ
機
材
を
供
与
し
た
。
現
在

一
次
産
品
罪
発
専
門
家
二
名
、
駿
業
技
術
者
四
名
の
計
六
名
が
長
期
滞
在
し

、

カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
の
一
次
産
品
閲
発
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
と
も
に
木
材
が
考
え

ま
た
木
材
開
発
に
と
も
な
い
戊
採
あ
と
地
の
閲
発
ゃ
造
林
の
問
返
が
起
っ

て

く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

の

木

材

開

発

ラ
オ
ス
の
タ
ゴ
ン
地
区
農

業

開

発

計

画

且
業
の

近

計
画
の
目
的
は
ナ
ム
グ
ム

川

沿
岸
地
域
妬
広
が
る
原
野
忙
米
増
産
の

モ
デ
ル

ら
れ
ろ
が
、

―フ

と
く
陀
ラ
オ
ス
王
国
に
と
っ

て
は
、
米
の
増
産

才

ス

山
五
年
一
月
木
材
団
発
の
予
備
調
森
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

カ

ン

ボ

ジ

ア

試
険
場
の
姓
或
と
と
も
忙
試
談
研
究
も
開
始
さ
れ
た

J

地
入
手
お
よ
び
試
咬
湯
建
設
の
作
業
を
推
進
し

、

カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
側
は

用

わ
が
菌
は
専
門
家
を
派
逍
し

、
必
安
な
機

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
人
技
術
者
の
養

成
、

カ
ン
ボ

デ
ィ
ア
に
お
け

る
栽
培
技
術
の
改

ロ
コ
ジ
の
品
種
の
選
定
、
耕
種
基
準
の
確
立
の
た
め
の
試
験
研
究
、

． 

． 
な
ら
び
に
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2. 」 期
作
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
技
術
励
力
の
内
容
と
し
て
は
一

0
名

の

調

査

団

行
っ
た
。
実
廊
計
画
書
の
完
成
に

と
も
な
い

、

位
と
査
定
さ

れ
、

今
後
の
計
画
と
し
て
は

、

実
地
教
育
ゃ

、

法

人
の
日
ラ
オ

曲
発
協
力
会
妬
よ
る
日
ラ
オ
晶
牧
実
習
セ
ン

ク
ー
が
あ
る
が

、

こ
れ
を

基
地
と
し
て

、

に
残
さ
れ

て
い
る

。

タ
ゴ
ン
地
区
の
殺
民
忙

、

ク
ゴ
ン
地
区
忙
は
叫
一
年
以
来
、

こ
れ
に
八
名

去
る
十

一
月
ア
ジ
ア
湖
発
銀
行
の
ア
プ
ラ
イ
ザ
ル
調
査
団
が
派
逍
さ
れ
た
が
、

こ
の
点
滋
が
決
足
す
れ
ば
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ

’ー
ム
の

戌
術
協
力
も
成
立

す
る
も

か
ね
て
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
側
よ
り
笈
助
の
安
請
が
あ

っ
た
カ
ン
ト
ウ
大
学
屁
学

教
育
の
組
絨
体
系
と
孜
肯
設
備
の
産
備
匠
関
す
る
全
面
的
助
言
と
指
導

実
習
、

実
験
お
よ
び
研
究
に
必
安
な
資
隈
材
の
援
助

請
内
谷
は

、

部
忙

、

の
と
み
ら
れ

、

れ
た
。

叫
凶
年
十

一
月
日
本
か
ら
政
府
ペ

ー

ス
の

調
査
団

が
派

逍
さ

れ
た
。

咬

ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ン
ト
ウ
大
学
農
学
部
設
置
協
力

ベ ． 
L
、ー

ナ

の
専
門
塚
を
派
遣
す
る
こ
と
と

、

ム

四
五
年
ば
陀
は
半
莱
開
始
が
み
こ
ま
れ
る

。

必
妥
な
根
材
を
洪
与
す
る
こ
と
な
ど
が
今
後

5
 

ヽ

ハ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
が
成
協
さ
れ
る
。

フ
ァ
ー

ム
を
設
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。

営

ほ
指
導
陀
あ
た
る
普
及
員
を
表
成

す
る
目
的
で
パ
イ
ロ

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
コ
ミ
ッ
シ

ジ
ア
開
発
銀
行

vC
対
し
説
明
し
た
が
、

民
間
ッ
ト

か
ん
が
い
殷
業
技
術
の

ョ
ン
と
詳
細
な
打
合
せ
が
行
わ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
仮
先
順
位
が
第

建
設
伐
の
一
部
を
点
資
す
る
ア

の
派
遣

、
続
い

て
二
度
目
の

調
査
で
開
発
計
画
の
改
訂
と
実
施
計
画
の
作
成

を

． 



ル
た
ど
の
適
地
と
し

て
詞
発
さ
れ

る
見
込
み
が
つ
よ
い

。

の
水
田
の
ほ
か
、

井
地
化
を
進
め

て
い
る
。

見
た
。

フ
ァ
ン
ラ
ン
は
フ
ァ
ン
ラ
ン

川

の
水
を
吟
入
し

、

生
産
助
帝
の
出
査
を
行
っ
た
。

（
サ
イ
ゴ
ン
よ
り
―
―
―
六

0

キ
ロ
）

調
丘
団
は
メ
コ
ン
デ
ル
ク
の
凋
介
の
後
、

た
い
し
励
力
す
る
こ
と
陀
な
っ
た

．u

走
し
あ
た
り
該
学
科
（
林
業
を
ふ
く
む
）

学
官
）

十
一
月
七
日
に
サ
イ
ゴ
ン
入
り
し
て

、

西
査
団

さ
れ

、
さ
て

、

りヽ 4

佼
舎
、

フ
ァ
ン
ラ
ン
地
必
は
将
米

、

」』-

＇） 

卜

ウ

キ

ピ
ヽ

ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ

、

さ
t
る
に
中
部
海
岸
の
フ
ァ
ン
ラ
ン
開
発
地
区
を

の
ダ

ー
ム

ハ
ナ
ナ

、

・
ダ
ム
お
よ
び
点
近
の
高
原
野
菜

と
畜
産
学
科
（
水
産
を
ふ

く

む
）

日
本
の
賠
償
で
作
っ
た
ダ
ラ
ッ
ト

具
体
的
な
実
状
詞
査
を
行
い

、

（
団
長
は
O
T
C
A
坂
本
設
菜
励
力
至
長
、

有
泥
左
殷
業
技
術
者
を
送
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

は
伝
点
的
ペ
ト
ナ
ム
殷
法
の
近
代
化
を
図
る
た
め

、

壺
成
を
内
谷
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
の
設
業
教
育
励
力
の
厳
初
の
ケ

ー

ス

ろ
o

．は
学
部
と
し
て
は
ペ
ト
ナ
ム
汲
初
の
も
の
で
あ
り
、

わ
が
国
に
対
し
て
は
一

六
六
年
忙
必
立
さ
れ

、

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
'S
し

こ
の
対
ペ
ト
ナ
ム
協
力
は

、

実
唆
塞
、
燐
場
な
ど
の
建
設
指
導

5

教
授
安
員
の
派
逍
と
留
学
生
の
受
け
入
れ

． 
サ
イ
ゴ
ン

、

'‘ 
ィ
ン‘

ナ

ツ

プ

六
千
三
ー
臼
ヘ
ク
ク

ー

ル

二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の に

文
部
省
か
ら
は
宮
山
科

肥
沃
な
メ
コ
ン
デ
ル
タ
忙

几
六
七
年
忙
＇
励
力
が
叫
女
誼
さ
れ
た
。

こ
の
学
部

一
九
六
八
年
妬
新
設

ュ
エ
忙
つ
ぐ
第
三
酋
目
の
国
立
大
学
で
あ

こ
の
励
力
の
対
故
と
た
る
カ
ン
ト
ゥ
大
学
は
メ
コ
ン
デ
ル
ク
花
一
九

ペ
ト
ナ
ム
の
民
生
向
上
の
基
盛
と
な
る
品
菜
技
術
向
上
、
戊
業
専
門
家
の

戦
争
尚
幽
を
抜
き
陀
し
た
殷
業
攻
育
励
力
で
あ

． 
-1← 



リ
と
マ
イ
ソ
ー
ル
州
の
マ
ン
デ
イ
ア
の
二
遠
場
を
怪
及
セ
ン
ク
ー
陀
設
協
が
え

す
る
こ
と
妬
し

、

わ
が
園
は
こ
れ
ら
の
改
組
に
必
妾
な
忌
業
機
材
と
導
門
家
の
派
逍
と
と
も
に
、

凶
業
技
而
者

・
指
導
的
誌
民
に
対
す
る
稲
作
改
善
の
実
地
訓
線
、
稲

作

改

善

指

導
上
必
妾
な
実
地
試
験
、

改
良
凶
機
具
に
よ
る
実
用
試
験
お
よ
び
演
示
を
現
地

家
を
派
逍
し
、

ま
た
、

由
、

し、

二
次
励
定
に
基
づ
く
囮
益
場
の
中
か
ら
マ
ハ
ラ
ッ

円
に
お
よ
ぶ
機
材
を
供
与
し
た
。

凶
三
年
七
月
、

ヽ

ス
ラ
ー
ト

ピ
ハ
ー
ル
州
の
ジ
ャ
ハ
バ
ー
ド
を
展
業
普
及
セ
ン
ク
ー
と
し
て
改

四、六

九
0

万
円
匠
お
よ
ぶ
仕
檄
材
の
供
与
と
叫
力
所
計
一
六
名
の
要
員
を
派
遣

仙
力
を
行
な
っ
て
き
た
。

昭
和
囮
二
、

た
稲
作
栽
培
技
術
を
イ
ン
ド
国
内
に
普
及
す
る
こ
と
が
食
糧
増
産
尻
頁
献
し
ぅ

る
も
の
と
刊
断
し

、

き
つ
い
だ
が

、

の
三

l
叫
倍
の
収
バ
・
心
を
あ
げ
、

と
一
カ
所
囮
名

、

作
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
八
カ
所
の
模
範
邊
場
が
設

血
止
さ
れ
た
。
第
一
次
陀
は
稔
頌
＝
―
-
‘
六

九
七

万
円
に
お
よ
ぷ
哀
業
賢
機
材
の
供
与

の
励
定
が
昭
和
三
七
年
と
三
九
年
に
締
結
さ
れ
た
。

わ
が
国
と
イ
ン
ド
の
政
府
間
に
漠
範
殷
場
設
誼
の
た
め
、

イ

ン

ド

の

イ ● 
叫
三
年
こ
の
た
め
の
励
定
が
締
結
さ
れ
た
後
、

両
セ
ン
タ
ー
忙
七
名
の
専
門
家
を
派
遣
し

、

一
次
協
定
に
基
づ
く
囮
燐
場
の
中
で
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の

イ
ン
ド
政
府
の
そ
の
後
の
協
力
要
請
と

、
模
範
粒
場
で
確
立
し

直
三
年
の
期
間
終
了
を
も
っ

て
述
営
を

す

ぺ

て
イ
ン
ド
側

に
引

叫
ケ
所
計
一
六
名
の
友
員
の
派
逍
、
第
二
次
に
対
し

て
は

農

莱

ン／

八
名
の
専
門

ュ
ト
ラ

州

の
コ
ポ

こ
れ
ら
の
八
漠
範
奨
場
は
短
期
間
に
周
辺
燐
家

晋

及

セ

こ
れ
妬
よ
り
、

大
き
な
成
来
を
収
め
た
。

一
次
お
よ
び
二
次

――-、

一
九

―――万

円
妬
お
よ
ぷ
貞
機
財

を
洪
与
し
た
。

―
-
、
国

0

0

万

卜ヽ

ン

タ

ー

． 
日
本
式
稲
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ヽ

実
施
計
画
の
樹
立
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

予
備
調
査
を
行
い
、

技
術
動
力
と
し
て
、

可
能
と
な
り
、

る
。
ク

ン

ジ

パ
ラ
ル
コ
ー
ト
地
区
の
閑
発
計
画
全
体
へ
の
指
導
助
言

今
年
度
ダ
ン
ダ
カ
ラ
ニ
ャ
地
域
の
バ
ラ
ル
コ
ー
ト
地
区
の

新
し
い
輪
作
沐
系
技
術
の
母
入
が
必
安
と
さ
れ
る
。

地
区
り
口
民
の
平
均
よ
り
む
し
ろ
高
い
出
収
入
を
あ
げ
て
い
る

。

タ
ー
ル
あ
り

、

現
任
約
西
千
戸
が
入
植
し
て
六
年
目
匠
あ
た
り
、

悼
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
パ
ラ
ル
コ
ー
ト
地
区
は
、

誰
民
叔
済
と
原
住
民
族
侭
対
す
る
定
妍
策
が
中
心
と
た
っ
て
お
り
、
広
大
な
入

J
ー
ム
ダ
ム
が
目
下
雉
衣
中
で
あ
り
、
米
平
六
月

VC
元
成
の
予
定
で
あ

こ
の
ダ
ム
が
完
成
す
る
と
一
万
二
千
ヘ
ク
1

，
ー
ル
が
、
祈
た
に
か
ん
が
い

で
あ
る
。

万
円
） な

お

、

逍
し
、

励
力
対
象
区
域
の
選
定
と

、

イ
ン
ド
側
の
曲
光
の
基
本
構
想
は
、

業
と
し

て
特
別
出
兌
地
城
八
万
ヘ
ク
ク

ー
ル
を
設
け
、

デ
ジ
州
の
一
＿
一
州

vc
ま
た
が
る
山
蘭
部
陀
、

イ
ン
ド
中
南
部
の
オ
リ

ノ
サ
州
、

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、

動
を
進
め
て
い
る
。

叫
セ
ン
ク
ー
の
う
ち
マ

岳
指
導
を
曲
始
す
る
こ
と
妬
な
り
、

ダ

ン

ダ

カ

ラ

ハ
キ
ス
ク
ン
寺
の
地
区
か
ら
の

一
九
五
八
年
か
ら
中
央
政
府
直
轄
事

マ
デ
イ
ヤ
プ
ラ
デ
ッ
州
と
ア
ン
ド
ラ
プ
ラ

の
発
送
が
近
く
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

。

周
辺
地
域
三
ヵ
村
こ
―
I

O
 
0
 

． 
ヘ
ク
ク
ー
ル
）

わ
が
固
の

こ
の
地
区
は
バ

イ
ン
ド
一
般

約
三
万
ヘ
ク

視
任
ナ
：
お
閲
発
継
続
中

専
門
家
一
＿
一
人
の
派
逍
と
機
材
(
―
-
‘

0

0

 

を
対
家
に
イ
ナ
作
技
術
普
及
の
浪

ニ

ヤ

農

業

開

発

計

画
具
体
的
協
力
方
法
を
倹
討
し
、

ハ
ラ
ジ
ュ
ト
ラ
州
の
コ
ボ
リ
匠
つ
い
て
は
、

十
月
に
は
白
葉
枯
病
専
門
求
を
短
期
に
派
雌
し
た

。

改
組
さ
れ
た
山
つ
の
セ
ン
ク
ー
は
溜
々
と
普
及
活

ま
た
本
年
二
月
、

巡
回
調
査
団
を
約
一

カ
月
忙
わ

た
り

派

● 

-1 8-



． 
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ダ
ン
ダ
カ
ラ
ニ
ヤ
地
区
開
発
略
図

至ナグプール

ボソベイ

至サ

しフイプール

ルプール

ルカッタ

パ
ラ
ル
コ
ー
ト
地

€
）
コ
ソ
ダ
ガ
オ
ン至

ー

6↑ー

至カルカック

マドラス

ヴ
イ
シ
ヤ
カ
パ
ト
ナ
ム



と
し
た
は
菜
峨
械
化
訓
練
セ
ン
タ

ー
に
改
組
し

、

専
門
家
三
名
に
よ
っ

て
視
在

そ
の
後
同
年
十
一
月
か
ら
東
パ
玖
府
の
安
消
に
よ
り

、

終
え
、 一

と
こ
を

稲
作
を
中
心

東
パ
キ
ス
タ
ン
農

業
機
械
化
訓
練
セ
ン
タ
ー

し

て
来
た
が

、

な
お

、

゜ノ‘

キ

憫
陀
完
全
匹
引
き
継
ぎ

、

水
産
加
工
伎
術
に

つ
き
、

ス

夕

ン

マ
イ
ソ
ー
ル
水
産
大
学
の
学
部
に
移
さ
れ
る
こ
と
に

イ
ン
ド
側
の
体
制
も
と
と
の
っ
た
の
で
本
年
七

月
以
降
イ
ン
ド

派
逍
と
約
六
‘

-―
I

O
 
0

万
円
の
懐
材
供
与
が
行
な
わ
れ

、

イ
ソ
ー
ル
州

マ
ン
ガ

ロ
ー

ル
妃
改
誠
さ
れ
た

。

わ
が
国
か
ら
は
八
名
の
専
門
疾

イ
ン

ド
側
幹
部
技
術
者
の
訓
練
を
目
的
と
し

て、

イ
ン
ド
水
産
加
工
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー

マ

イ
ン
ド

側
と
の
協
定
は
本
年
度
忙
終
り

、
来
年
度
か
ら
協
力
実
施
が

へ
の
技
術
指
導

ミ
ッ

ク

ス
ド

・
フ
ァ

ー

ム
陀
お
け
る
試
瑛
研
究

、
普
及
員
の
訓
練
圃
場

二
部
落
を

選
ん
で
の
村
落
総
合
開
発

血
カ

予
定
さ

れ
て

い
る
。

本
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
三
七
年
冷
凍
、

た
っ
た
、
―

昭
和
三
五
年
盗
業
機
滅
、
稲
作
、

． 

魚
肉
ソ

ー

セ
ー
ジ
、

土
壌
肥
料
、

昭
和
四

0
年
協
力
を
終
了
し
た

。

缶
詰
装
造
な
ど
の

ニ
カ
年
の
延
長
期
間
を

含
め

て
昭
和
叫
二

．平
六

月
協
疋
満

f

さ
で
に
九

ヵ
月

コ
ー

ス
約

―
――

-
0
名
の
技

術
者
訓
練
が
行

な
わ
れ
た
。
励
定
満
了
俊
も
凶
名
の
尋
門
家
を
派
逍
し

て
励
J
J

固
芸
に
つ
い
て

、
普
及
員
の

実
地
訓
練
を
目
的
と
し
て
ダ
ッ
カ
花
は
業
セ
ン
タ

ー
が
設
註
さ
れ

、
約
四

千

万

円
の
扱
材
供
与
と
討
門

求
七
名
の
派
逍
匠
よ

っ
て
約
三
百
名
の
反
術
者
訓
練
を

． 
-20-



家
の
進
出
が
安
望
さ
れ
よ
う
。

将
来
は

、

前
記
の
東
．
ハ
設
業
開
発
公
社
の
事
業
と
も
か
ら
ん
で
、

ダ
が
コ
ミ
ラ
同
様
匠
聞
始
さ
れ

、

一
九
六
三
年
新
凋
発
地
区
と
し
て
、

と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

受
入
れ

、

村
詞
発
ア
カ
デ
ミ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。

一
几
五
六

菜
と
家
畜
面
生
の
i
浮
門
家
の
派
近
が
投
望
さ
れ
て
い
る
。

l
o
p
 !Il
e
n
 t
 

戸

）

ま
た

、

現
在 E

s
t

a
t
e
 

地
成
示
お
よ
び
辰
，
啄
指
導
匠
当
っ
て
い
る
。

れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

が
指
定
さ
れ

、
． 

そ
れ
ぞ
れ
日
本
専
門
家
を
二
名
ず
つ
受
け
入

ゴ
リ
プ
ー
ル
、

日
本
の
一
浮
門
家
は
イ
ナ
作

、

ナ
ト
ー
レ
、
ノ

野
菜
、

日
本
専
門

カ
イ
パ
ン

設
破
具
な
ど
の
実

コ
ミ
ラ
農
村
開
発
ア
カ
デ
ミ
ー
へ

（
昭
三
一
）

（
二
名
）

束
バ
キ
ス
ク
ン
の
哀
村
淵
発
は
コ
ミ
ラ
で
作
り
あ
げ
た
万
式
を
普
及
す
る
こ

ま
で
交
替
し
な
が
ら
続
い
て
い
る

。

一
九
六

0
年
よ
り
日
本
尋
門
衣
山
名
を

ヽ

年
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
資
金
疫
助

vc
よ
り
」
コ
ミ
ラ
に
誌

1

、一／

が
設
立
さ
れ
た

。

東

．ハ
退
業
曲
発
公
社

ヘ

ダ
ッ
カ
北
方
二
五
マ
イ
ル
の
カ
ジ
ム
プ
ー
ル

こ
れ
と
は
別
匠

、

す
る
公
算
が
大
で
あ
る
C

ダ

ル
ヘ
移
す
計
画
が
進
ん
で
い
る
の
で

、

現
任
尋
門
家
は
二
名
で
あ
る
が

、

コ
ー
ス
で
訓
練
を
行
な

っ
て
き
て
い
る

。

ま
で
に
三
百
名
以
上
の
普
及
員

、

の
協
力

A
g
r
i

c
u
l
t
u
r
a
l
 

（
五
万
ェ
ー
カ

ー
、

首
都
面
を
ダ

ッ
カ
ヘ
の
野
菜
、

ョ
イ
デ
プ
ー

セ
ン
ク
ー
も
そ
れ
陀
と
も
な
っ
て
移
転

畜
産
物
の
供
給
基
地
と
し
て
、

ッ
カ
の
北
方
．
ッ

没
疾
一
、
四
0

0

D
e
v
eー

そ
の
た
め
日
本
に
た
い
し
て
野

u
哀
村
の
指
導
的
な
青
年
を

一
期

三
ヵ

月
間

の

． 



は
四
五
年
か
ら
の
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
匠
な
ろ

う
。

る゚
の
再
編
成
と
甫
成
、
生
活
改
善
へ
の
助
言
‘

系
の
導
入

、

ヽ

ー
カ
ー

面
易
水
道
施
設
の
設
樅
な
ど
で
あ

か
ん
が
い
用
水
の
確
保
と
管
理
指
導
、

ほ
場
整
面
、

畑
約
百
ェ

ー
カ
ー

の
広
が
り
を
も
っ

て
い
る
。

畑
地
か

ん

が

セ
イ
ロ
ン

．廣
業
の
全
股
匠
資
す
る
餘
合
出
発
方
式
が
報
告
さ
れ
た
。

が
要
請
さ
れ
た
。

同
組
合
）

、

こ
の
報
告

こ
の
栖
想
の
実
現
の
た
め

、
協
力

昭
和
四
四
年
二
月
侭
は
第
二
次
調
査
団
を
派
逍
し

、
協
力
対

（
八
候
補
地
区
よ
り
デ

ー
ワ
フ
ヮ
地
区
を
選
屯
）

、
協
力
対
象

土
地
基
盤
整
備
、
澁
業
協

現
地
政
府
に
提
出
、
合
議
議
事
録
の
作
成
な
ど
を
実
施
し
た
。

現
地
匠
お

け

る
調
森
結
果
の
と
り
ま
と
め
及
び
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を

2
 
2
 

デ
ー
ワ
フ

ヮ
地
区
は
コ
ロ
ン

ポ
北
東

一
五
O
K
m
v
c
位
梱

し
、

の
よ
う
な
叫
発
を
行
な
う
。

い
施
設
の
投
匝

、

す

な
わ
ち
、
営
裳
技
術
の
指
導
、
桟
械

化
作
業
体

碓
作
お
よ
び
畑
作
共
同
試
験
汽
場
の
設
置

、
船
業
励
同
組
合

囮
囮
年
六
月
実
施
設
計
調
森
団
を
現
地
に
派
遣

す

る
と
と
も
に

、
今
後
五
カ

年
匠
わ
た
っ
て
デ

ー
ワ
フ
ワ
地
区
の
村
落
開
発
に
必
要
な
専
門
家
の
派
遣
お
よ

び
，
其
根
材
を
供
与
す
る
こ
と
匠
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
去
る

十

一
月
協
定
前
忙

二
名
の
寺
門
啄
が
現
地
匠
派
遣
さ

れ
、

準
備
に
と
り
か
か
っ
た

が
、

付
洛

VC
対
す
る
寺
門
別
現
地
調
森
の
実
施

象
村
浴
の
選
定

害
は
セ
イ
ロ
ン
政
府
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

、

敲
大
限
に
発
渾
す
る
た
め

、
適
当
な
大
き
さ
の
村
洛
を
対
家
と

し
て

励
力
し

、

須
皓
‘
‘
、
ッ
シ
コ
ン

）

セ ． 
を
派
班
し
た
。

昭
和
四
三
年
七

月

か
ら
、

セ
イ
ロ
ン
の
モ
デ
ル
農
業
開
発
計
画

イ

セ
イ

ロ
ン
政
府
の
要
請
に
も
と
づ
き
調
査
団

口

ン

（
営
農

、

そ
の
結
釆
、

水

田
約
七
百

エ

こ
の
村
洛
に
対
し
次

喉
ら
れ
た
砕
内
で
の
協
力

を

． 
本
格
的
に

（

那



る
。

菜
施
設
設
誼
等
に
袈
す
る
資
金
を
世
銀
か
ら
借
款
す
る
こ
と
と
し

、

調
森
を
わ
が
困
に
依
頼
し
て
き
た
。

調
査
を
行
っ
た

韓
団
で
は
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
の
酋
点
施

げ
て
お
る
が

、

あ
っ
て
、

了
し
た
が
、

て
、

世
銀
と
し
て
は

、

本
計
画
の
技
術
的
、
経
済
的
妥
当
性
の
検
討
を
日
本
に
特
匠
装
望
し

た
。
上
記
詢
査
後
、
本
調
査
の
委
員
長
で
あ
る
中
央
畜
産
会
牧
野
理
半
、

氏
お
よ
び
世
銀
の

め
の
打
合
せ
を
行
っ
た
。
十
二
月
未
ま
で
に
報
告
書
が
完
成
さ
れ
る
予
定
で
あ

緯
国
収
府
は
酪
燐
振
興
計
画
匹
も
と
づ
く
乳
牛
導
入
、
単
地
改
良
造
成
、

韓

国

酪

農

振

興

計

画

調

査

韓

（
団
長
は
牛
乳
輪
送
施
設
リ
ー
ス
協
会
下
条
理
事
）
。

国

氏
が

十

月
韓
国
を
訪
れ
て
調
森
取
り
ま
と

降
セ
側
に
お
い
て
自
王
的
匠
連
営
さ
れ

て
い
る
。

千
万
円
の
機
材
供
与
が
行
わ
れ
、
約
二
L

日
名
の
技
術
者
が
訓
味
を
終
了
し
た
。

D
o
u
 s
t
o
o
p
 

技
術
者
の
訓
練
が
行
な
わ
れ
た

。

漁
拐
科
（
一
期
六
カ
月
）
、

昭
和
三
六
年
励
定
が
成
立
し

、

． 

わ
が
固
の
協
力
期
間
中
約
三

七
月
下
旬
予
備
調
査
、

者
の
日
本
で
の
研
修
を
行

た
っ

て
引
継
ぎ
体
制
を
と
と
の
え
、

囮
二
年
九
月
以

本
年
三
月

九
月
中
旬
よ
り
本

と
し
て
収
り
あ

世
界
的
な
乳
製
品
の
供
給
増
大
傾
向
の
中
に

辿
二
年
九
月
さ
で

三
名
の
専
門
家
を
派
逍
し
た
ほ
か

、

下
条 乳

セ
側
指
導

本
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
四

0
年
九
月
品
定
を
液

西
椒
科
（
一
期
一
ヵ
年
）

閉
設
さ
れ
る
と
同
時
忙
九
名
の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ

、

の
二
科
で
、

漁
業

沿
岸
漁
業
を
主
体
と
し

三
七
年
十
月
コ
ロ
ン
ポ
近
郊
忙
セ
ン
ク
ー
が

セ

イ

ロ

ン

の

漁

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

． 
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こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

料
の
ほ
か

、

山
川
広

事

務

局

だ

よ

り

二

名

の

青

年

を

ア

メ

リ

カ

学
校
を
卒
え

て
将
来
海
外
へ
出

て
活
動
す
る
こ
と
を
希
望

し
て

い
る
肯
年
八

名
を
固
際
励
力
会
か
ら
准
せ
ん
を
う
け

、

米
実
習
を
囲
涼
殷
友
会
匠
依
頼
し
た
C

同
会
で
は
二
六
日
さ
ら
陀
選
考
を
行
い
、

左
の
二
名
を
来
る
二
月
か
ら
一

モ
ロ
コ
ッ
栽
培
の
実
習
を
さ
せ
る
こ
と
忙
し
た

。

（
ニ
ニ
オ
）

十
二
平
二
五
日
財
団
で
選
考
し

、

宇
都
宮
大
学
戯
家
部
卒
業
予
定

派

ヵ
年
間
ア
メ

リ

カ
中
部
の
楼
家
に
入
れ

て
ト
ウ

海
外
技
術
励
力
事
業
団
の
「

69
1
農
業
品
発
励
力
事
業
の
概
要
」

よ
り
数
多
く
引
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

千
原
典
夫 ． 

（
二
〇
オ
一

あ
っ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

哀
林
省
国
際
励
刀
課

・
外
務
省
技
術
協
力
課
な
ど
の
資

戻
崎
県
立
磯
業
大
学
校
卒
業
予
定

ヘ

． 
-2 5--
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107法

人

直 東 束

通 ア 京海

束 示， 、ジ
都 外

界． 港

゜
oァ 区泣
三会赤

ヘ
ヘ 坂業

述l 四館 8

゜
〇内 1 甜

10 発

ツ 内 ー I 

一 線六 32 財

五 団

八 3 -
八 B -

1

そ

の

他

必

安

な

事

業

6

肉

係

機

関

よ

り

の

委

託

虫

業

の

実

施

5

叫

発

の

た

め

必

要

な

調

査

研

究

と

派

遣

待

炭

者

忙

対

す

る

研

修

助

成

4. 2. ー

3
,
3
 

グ
プ

②

迂

料

情

報

の

所

在

と

分

類

泥

埋

法

な

ら

ぴ

妬

そ

の

活

用

に

つ

い

て

の

研

川

基

礎

的

な

半

項

妬

つ

い

て

の

研

究

会

因

催

贅

料

の

収

渠

整

伽

を

行

う

た

め

の

準

偏

作

業

i

東

消

ア

ジ

ア

殷

業

事

消

に

関

す

る

総

合

甜

習

会

閲

普

及

技

術

者

等

の

没

成

研

修

半

業

実

施

5

卦

門

技

術

者

の

組

紋

化

に

つ

い

て

の

沖

備

` 1) 

基

礎

的

た

ぃ

廿

頃

屹

つ

い

て

の

研

究

会

甜

催

専

門

仮

術

者

の

養

成

確

保

を

実

施

す

る

た

め

の

準

圃

作

業

よ

う

下

記

諸

項

匠

つ

き

料

伽

を

進

め

る

。

初

年

庭

に

お

い

て

は

半

務

機

構

の

径

備

昭

和

四

五

年

度

よ

り

本

格

的

に

小

業

が

実

廂

し

う

る

昭

和

四

四

． 
年

度

事

業

計

画

． 
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